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東京都市計画高度利用地区の変更（千代田区決定）（案） 

都市計画高度利用地区を次のように変更する。 

種類 

（地区名・区分） 
面 積 

建築物の容積

率の最高限度 

建築物の容積率の

最低限度 

建築物の建蔽率の

最高限度 

建築物の建築面

積の最低限度 

壁面の位置の

制限 

備 考 

高度利用地区 

（飯田橋駅東地区） 

約０．７

ｈａ 

１１０／１０ 

（注１） 
３０/１０ 

５/１０ 

（注２） 
２００㎡ 

２ｍ 

（注３） 

（注１）建築物の容積率の最高限度の特例 

（１）建築物の敷地内に設ける空地の規模による限度 

敷地内に設ける広場等の空地面積（地区計画に関する都市計画に定める広場及び歩道状空地に限る。ただし、

道路境界と壁面の位置の制限として定められた線との間の空地面積を除く。）の合計が敷地面積の１００分の

３５未満である建築物にあっては、１０分の２５を減じる。 

（２）育成用途割合の設定による限度 

育成用途（注４）に供する部分の床面積の合計の敷地面積に対する割合が、１０分の１５未満である建築物に

あっては、１０分の２５を減じる。 

（３）地上部及び建築物上の緑化率による限度 

東京における自然の保護と回復に関する条例及び同施行規則に規定する緑化基準に基づき算出した緑化率が、

３５％未満である建築物にあっては、１０分の１.２を減じる。 

（４）飯田橋駅周辺基盤整備への貢献による限度 

飯田橋駅周辺基盤再整備構想（令和 2 年 9 月）の実現に資する貢献（区長が認めた場合に限る。）を伴わない

場合は１０分の５を減じる。 

（注２）建築基準法第５３条第６項第１号に該当する建築物にあっては１０分の２を加えた数値とする。 

（注３）地下鉄出入口のひさしなど公益上必要なもので通行上支障のない建築物はこの限りではない。 

（注４）文化・交流施設、商業施設、生活支援施設、産業支援施設、住宅施設（活力とにぎわいの拠点地区群に認められて

いるものに限る。）をいう。 
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千代田区内のその他の既決定の地区 面積 位置 

高度利用地区 

（飯田橋地区） 

 

（有楽町駅前地区） 

（麹町四丁目地区） 

（西神田三丁目北部東地区） 

（神保町一丁目南部地区） 

（西神田三丁目北部西地区） 

（富士見二丁目北部地区） 

（平河町二丁目東部南地区） 

（神田練塀町地区） 

（神田小川町三丁目西部南地区） 

約   ha 

2.3 

 

3.0 

0.4 

0.9 

2.5 

0.9 

1.0 

0.7 

0.5 

0.6 

 

千代田区飯田橋四丁目、新宿区神楽河岸地内 

（千代田区内 0.73ha、新宿区内 1.57ha） 

千代田区有楽町二丁目地内 

千代田区麹町四丁目地内 

千代田区西神田三丁目地内 

千代田区神保町一丁目地内 

千代田区西神田三丁目地内 

千代田区富士見二丁目地内 

千代田区平河町二丁目地内 

千代田区神田練塀町及び神田松永町各地内 

千代田区神田小川町三丁目地内 

小計 約 12.8ha  

合計 約 13.5ha  

「位置、区域及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 

 理由：飯田橋駅東地区第一種市街地再開発事業の実施に伴い、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、高度利用地区 

を変更する。 

 

変更概要 

種類 変更箇所 変更面積 備 考 

高度利用地区 

 

（飯田橋駅東地区） 

千代田区飯田橋三丁目地内 約 0.7ｈａ 

追 

加 

 

（既決定地区） 

飯田橋地区 

有楽町駅前地区 

麹町四丁目地区 

西神田三丁目北部東地区 

神保町一丁目南部地区 

西神田三丁目北部西地区 

富士見二丁目北部地区 

平河町二丁目東部南地区 

神田練塀町地区 

神田小川町三丁目西部南地区  
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凡　　　　例

Ｎ

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1地形図を利用して作成したものである。無断複製を禁ずる。
（承認番号）31都市基交著第 124号、（承認番号）31都市基街都第 67 号、令和元年 6月 27 日

建蔽率の
最高限度

建築面積の
最低限度

容積率の
最低限度

容積率の
最高限度

200㎡以上

壁面の位置の制限：　2.0ｍ

文 京 区

　東京都市計画高度利用地区
　飯田橋駅東地区　

〔千代田区決定〕計画図１　　区域図
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壁面の位置の制限（2.0ｍ）

行政境界

凡　　例
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Ｎ

　東京都市計画高度利用地区
　飯田橋駅東地区　

〔千代田区決定〕

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1地形図を利用して作成したものである。無断複製を禁ずる。
（承認番号）31都市基交著第 124号、（承認番号）31都市基街都第 67 号、令和元年 6月 27 日

文 京 区

計画図２　壁面の位置の制限
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都市計画の案の理由書 

 

１  種類・名称  

東京都市計画高度利用地区  

飯田橋駅東地区（千代田区決定）  

 

２  理  由  

２  理  由  

飯田橋駅周辺は、「千代田区都市計画マスタープラン（令和

３年改定）」において、駅改良や駅周辺の基盤整備を契機とし

た開発事業の連携・協調により、都心生活を豊かにする拠点機

能や居心地のよい空間の充実を進めていくこととしている。  

「東京都市計画  都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

（令和３年改定）」では、業務、商業、宿泊、住宅、教育、医

療施設などが集積し、西口・東口の交通広場の整備や駅舎の再

整備などによる安全で快適な空間と、外濠をはじめとする歴史

的資源やみどりと調和した景観を形成し、魅力的な拠点を創出

することとしている。  

これまで本地区を含む飯田橋二・三丁目地区では、平成１１

年に地区計画の都市計画決定、平成１４年、平成１６年に地区

計画の都市計画変更を行い、土地区画整理事業による道路の整

備と土地の健全かつ合理的な高度利用を推進するとともに、水

道橋方面への連絡強化、商業・業務・宿泊機能の向上や住宅の

供給促進を図り、公共サービス施設と一体となった安全で快適

な複合市街地の形成等を目指して整備を進めてきた。  

本地区では、小規模の敷地による商業・業務・住宅ビル等が

混在し、建物の更新時期を迎えているなか、街区更新等のまち

づくりの機運の高まりを受け、第一種市街地再開発事業による

まちづくりの検討が行われている。  

このようなことから、市街地再開発事業の実施に伴い、飯田

橋駅の交通結節機能の強化と環境や防災性に配慮した安全で賑

わいのある快適な複合市街地の形成を図るとともに、公共的空

間を創出し、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更

新を図るため、飯田橋三丁目の一部の区域約０．７ヘクタール

について、高度利用地区を定めるものである。  
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